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「
緑
の
募
金
」を
活
用
し
た

能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
支
援

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」
に
よ
り
、
能
登
地
方
の
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
で
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
緑
の
募
金
」を
活
用
し

た
被
災
地
支
援
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
で
は
、「
春
の
募
金
期
間
」（
１

月
15
日
～
５
月
31
日
）
に
合
わ
せ
、
地
震
災
害
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
被
災
地
支
援
に
使
途
を
限
定
し
た
「
復
旧

支
援
使
途
限
定
募
金（
地
震
被
害
）」の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等
の
被
災
地
の
復
旧
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
緑
化
や
間
伐
材
等
の

利
用
を
組
み
合
わ
せ
た
被
災
地
の
生
活
環
境
の
向
上
・
復
旧
等

を
長
期
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
み
ど
り
の
月
間
」（
４
月 

15 

日
～
５
月 

14 

日
）

の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
石
川
県
緑
化
推
進
委
員
会
等
と
連
携

し
、
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
能
登
ヒ
バ
の
関
連
産

業
の
復
旧
・
復
興
支
援
も
見
据
え
て
、
能
登
ヒ
バ
を
使
用
し
、

石
川
県
内
で
加
工
さ
れ
た「
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ピ
ン
バ
ッ
チ
」を
制

作
し
、
募
金
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
末
ま
で
に
約
7
5
0
万
円
に
上
る
募
金
が

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
の
整
理
や
生
活
用
品
の
整
理
等
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
て
、
間
伐
材

等
を
使
用
し
た
組
立
什
器
で
あ
る「
組く

手で

什じ
ゅ
う」を
避
難
所
等
に
提

供
す
る
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
援
に
は
、
石
川
県
を
は
じ
め
、
宮
城
県
、
栃
木
県
、
岐
阜

県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
の
生
産
者
等
か
ら
提
供
さ
れ
た
国
産

材（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）の
組
手
什
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。（
公

社
）
石
川
県
木
材
産
業
振
興
協
会
等
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
所

か
ら
の
要
望
の
と
り
ま
と
め
や
組
手
什
生
産
者
等
と
の
調
整
を

行
い
、
発
災
か
ら
約
半
年
と
な
る
６
月
末
ま
で
に
５
市
町
（
金

沢
市
、
七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
能
登
町
）
に
所
在
す
る

避
難
所
、
支
援
物
資
の
集
配
拠
点
、
仮
設
住
宅
等
30
個
所
以
上

に
約
３
万
本
の
組
手
什
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
組
み
立
て
は
親

子
や
友
達
同
士
で
楽
し
み
な
が
ら
行
わ
れ
、
支
援
物
資
の
整
理

棚
や
下
駄
箱
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
、
仮
設
住
宅
入
居
者
と
と
も
に
棚
作
り
を
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
か
ら
は
組
手
什
の
利

便
性
に
加
え
、
木
の
香
り
や
温
も
り
を
喜
ぶ
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
復
旧
支
援
使
途
限
定
募
金
」

は
じ
め
に

戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土
に
緑
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
昭
和
25
年
に「
緑
の
羽
根
」募
金
運
動
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
は
「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
法
制

化
さ
れ
、（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
、
都
道
府
県
緑

化
推
進
委
員
会
に
よ
り
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
造

林
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
等
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
募
金

組く

手で

什じ
ゅ
う

の
提
供

能登ヒバチャリティ・ピンバッチ

多
数
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
、
避
難
生
活
が
長

期
化
す
る
中
で
生
活
環
境
の
向
上
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
全
国

寄
せ
ら
れ
、
被
災
地
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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支
援
の
事
例

■
矢
田
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
七
尾
市
）

土
足
で
利
用
さ
れ
て
い
た
避
難
所
を
、
衛

生
管
理
の
観
点
か
ら
土
足
禁
止
と
す
る
た

め
、
避
難
者
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
協

力
し
て
2
3
6
名
分
（
13
台
）
の
下
駄
箱
を

組
み
立
て
ま
し
た
。

【組手什とは】
長さ約２m×幅40mm×厚さ15mm
の間伐材等に、“組

く
手
で

”とよばれる溝
加工が施されており、数本～数十本
を組み合わせて収納棚など様々な用
途で使用が可能です。

避難所の状況や、避難者の多様なニーズに合わせて、カットし
たり組み合わせたりして、自由に棚などを作ることができます。

コツさえ掴めれば、小学校低学年からご高齢の方まで組み立
てることが可能です。

接着剤や釘を使わないため、形を変えて再利用できます。
例：避難所の支援物資整理棚→仮設住宅の本棚

特徴①　何でも作れる！

特徴②　誰でも作れる！

特徴③　何度でも使える！

組手什 支援物資（衛生用品等）の整理棚 避難所の下駄箱

■
仮
設
住
宅
団
地（
輪
島
市
）

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
限
ら
れ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
住
環
境
改
善

を
目
的
と
し
て
、
入
居
者
と
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒

に
棚
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
多
く
の
世
帯
か
ら
参

加
者
が
あ
り
、
組
手
什
を
活
用
し
た
棚
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

今
後
は
、
花
壇
や
共
同
菜
園
に
利
用
で
き
る
種
苗
や
苗
木
の

提
供
を
行
う
ほ
か
、
地
域
材
を
活
用
し
た
組
立
式
の
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
等
の
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
仮

設
住
宅
団
地
・
復
興
商
店
街
等
に
お
け
る
緑
化
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
被
災
者
同
士
の
交
流

や
生
き
が
い
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
等
、
息
の
長
い

支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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